
10月22日、「山村自然楽校しもなの郷」
で田舎料理と郷土芸能を楽しんでもらおう
と「第1回しもなの祭り」が開催されました。
町内外から約70人が参加した祭りでは、

まず子どもたちによる紙飛行機飛ばし大会
が行われました。会場の一角で、子どもた
ちはお父さんやお母さんにアドバイスをし
てもらいながら紙飛行機を作り、しもなの
郷前にある夢の森橋から飛ばし、その飛距
離を競いました。
その後、山菜の煮物や田楽、しし鍋など

多彩な田舎料理を満喫、同時に名野川磐門
神楽が披露され、厳かな舞や迫力のある舞
を堪能しました。神楽の最終演目は「豊熟
之舞」で、大国主がまき銭を振る舞うと、
子どもたちは「こっちにもまいて」などと
歓声を上げ、会場を走り回っていました。

祭りの最後は「福笑い爆笑大会」。舞台に
上がった選手の豪快な笑い声につられて会
場中が笑いの渦に巻き込まれました。
参加者はもちろん、祭りを主催した「し

もなの郷運営委員会」のスタッフにも笑顔
があふれ、楽しい秋の１日はあっという間
に終わりました。

広報によど川 12 月号 （ 6

豊
熟
之
舞

「
爆
笑
大
会
」。
小
学
生
も
挑
戦

バ
イ
キ
ン
グ
形
式
で
田
舎
料
理
を

秋
の
味
覚
と

神
楽
を
楽
し
む
！

中津渓谷　紅葉まつり

十
一
月
十
二
日
、
中
津
渓
谷
ゆ
の

森
、
笑
美
寿
茶
屋
周
辺
で
恒
例
の
紅

葉
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

も
ち
つ
き
や
そ
ば
打
ち
の
実
演
販

売
、
ア
メ
ゴ
の
く
し
焼
き
や
山
野
草

の
販
売
な
ど
の
ほ
か
、
し
し
鍋
が
無

料
で
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

町
内
外
か
ら
訪
れ
た
観
光
客
は
、

渓
谷
の
紅
葉
や
秋
の
味
覚
を
楽
し
み

な
が
ら
一
日
を
満
喫
し
ま
し
た
。

紅
葉
シ
ー
ズ
ン
到
来

し
し
鍋
も
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た

しもなの祭り�しもなの祭り�しもなの祭り�



7 ） 広報によど川 12 月号

十
一
月
十
一
日
、
岩
屋
川
渓
谷

と
田
舎
料
理
満
喫
ツ
ア
ー
（
主

催
・
秋
葉
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ

山
本
ト
メ
代
表
）
が
行
わ
れ
ま
し

た
。当

日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様

で
し
た
が
、
参
加
者
三
十
三
人
は

紅
葉
の
始
ま
り
か
け
た
岩
屋
川
渓

谷
を
散
策
し
、秋
葉
神
社
参
拝
後
、

秋
葉
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
が
用
意

し
た
田
楽
、
山
菜
な
ど
の
田
舎
料

理
を
満
喫
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
鳥
形
山
植
物
公
園
に

場
所
を
移
し
、
珍
し
い
高
山
植
物

に
つ
い
て
の
説
明
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
来

年
も
ぜ
ひ
や
っ
て
も
ら
い
た
い
」

「
今
度
は
高
山
植
物
の
花
が
咲
く

春
に
行
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い

う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

渓
谷
の
紅
葉
と

田
舎
料
理
で
お
も
て
な
し

盛
り
だ
く
さ
ん
の
田
舎
料
理

渓
谷
を
散
策

11月５日、仁淀愛蘭会（山本達夫会長・会員10
人）の第14回寒蘭展示会が仁淀多目的研修集会施
設で開催され、最優秀作品には西森利繁さん（泉）
の「青湖」が選出されました。
今年は84点の丹精込めた力作の出品があり、町

内外から訪れた観客らは一品ずつじっくりと観賞し
ていました。
同会は平成５年９月に結成され、毎年11月の第

１日曜に展示会を開き、親睦を深め情報交換を続け
てきました。現在、同会では会員を募集しています。
詳細については次の方にご連絡ください。
連絡先
山本　@３２・１４６８ 鎌倉　@３２・１２４６

11月１日から５日まで、仁淀農業者トレーニン

グセンターを会場に仁淀文化祭が開催されました。

保育園児のかわいらしい作品、小中学生の個性豊

かな作品や、一般の方が出品した大作の油絵や手書

き友禅、手芸、陶芸、写真など693点が展示されま

した。

丹精込めた寒蘭を鑑賞

見
事
な
寒
蘭
の
数
々

個性あふれる力作693点がずらり

仁淀文化祭

大勢の来場者でにぎわった展示会場

岩屋川渓谷と田舎料理満喫ツアー�岩屋川渓谷と田舎料理満喫ツアー�岩屋川渓谷と田舎料理満喫ツアー�
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様
々
な
補
助
金

様
々
な
事
業
や
事
務
を
助
成
あ
る
い

は
奨
励
す
る
た
め
に
、
様
々
な
補
助
金

が
町
の
予
算
に
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
平

成
十
八
年
度
当
初
予
算
で
は
、
こ
れ
ら

補
助
金
の
総
額
は
三
億
一
千
六
百
万
円

で
、
一
般
会
計
予
算
の
四
・
五
％
に
あ

た
り
ま
す
。

過
半
が
「
森
づ
く
り
の
推
進
」
補
助
金

補
助
金
の
額
を
支
出
目
的
別
に
分
類

し
比
較
し
た
場
合
、「
森
づ
く
り
の
推
進
」

の
た
め
の
補
助
金
が
約
一
億
七
千
三
百

万
円
と
補
助
金
全
体
の
五
十
五
％
を
占

め
、
中
で
も
間
伐
事
業
関
連
が
一
億
三

千
万
円
余
り
と
全
体
の
四
割
に
達
し
て

い
ま
す
。
こ
の
補
助
金
に
は
、
間
伐
の

実
施
そ
の
も
の
に
対
す
る
補
助
金
を
始

め
、
作
業
路
開
設
補
助
金
や
間
伐
材
搬

出
経
費
に
対
す
る
補
助
金
な
ど
き
め
細

か
い
支
援
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、

間
伐
の
推
進
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
近
年
は
県
か
ら
の
補
助
金
の
減

少
等
に
よ
り
、
充
分
な
予
算
を
確
保
す

る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
ン
ネ
リ
化
に
注
意
が
必
要

今
回
ご
紹
介
す
る
よ
う
に
補
助
金
に

も
、
色
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
予
算

額
も
多
額
に
上
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
町

の
補
助
金
は
、
特
定
の
事
業
の
育
成
等

を
目
的
と
し
、
公
益
上
必
要
な
場
合
に

支
出
す
る
も
の
で
す
。
常
に
補
助
金
の

効
果
を
計
り
、
補
助
金
が
マ
ン
ネ
リ
化

し
な
い
よ
う
注
意
が
必
要
で
す
。

補
助
金
総
額
三
億
円
超

間
伐
関
連
補
助
が
四
割

補
助
金
総
額
三
億
円
超

間
伐
関
連
補
助
が
四
割

補
助
金
総
額
三
億
円
超

間
伐
関
連
補
助
が
四
割

補
助
金
総
額
三
億
円
超

間
伐
関
連
補
助
が
四
割

補
助
金
総
額
三
億
円
超

間
伐
関
連
補
助
が
四
割

補
助
金
総
額
三
億
円
超

間
伐
関
連
補
助
が
四
割

補
助
金
総
額
三
億
円
超

間
伐
関
連
補
助
が
四
割

補
助
金
総
額
三
億
円
超

間
伐
関
連
補
助
が
四
割

補
助
金
総
額
三
億
円
超

間
伐
関
連
補
助
が
四
割

補
助
金
総
額
三
億
円
超

間
伐
関
連
補
助
が
四
割

補
助
金
総
額
三
億
円
超

間
伐
関
連
補
助
が
四
割

補
助
金
総
額
三
億
円
超

間
伐
関
連
補
助
が
四
割

補
助
金
総
額
三
億
円
超

間
伐
関
連
補
助
が
四
割

補
助
金
総
額
三
億
円
超

間
伐
関
連
補
助
が
四
割

補
助
金
総
額
三
億
円
超

間
伐
関
連
補
助
が
四
割

補
助
金
総
額
三
億
円
超

間
伐
関
連
補
助
が
四
割

補
助
金
総
額
三
億
円
超

間
伐
関
連
補
助
が
四
割

補
助
金
総
額
三
億
円
超

間
伐
関
連
補
助
が
四
割

補
助
金
総
額
三
億
円
超

間
伐
関
連
補
助
が
四
割

補
助
金
総
額
三
億
円
超

間
伐
関
連
補
助
が
四
割

補
助
金
総
額
三
億
円
超

間
伐
関
連
補
助
が
四
割

補
助
金
総
額
三
億
円
超

間
伐
関
連
補
助
が
四
割

補
助
金
総
額
三
億
円
超

間
伐
関
連
補
助
が
四
割

まちづくり

420万円

（内訳）

331万円・廃止路線代替バス運行
45万円・花いっぱい事業
30万円・わくわく共和国自然体験
11万円・だんだんくらぶ
3万円・自衛隊父兄会

商工・観光の振興

1,420万円

（内訳）

750万円・商工会
350万円・茶霧湖まつり
100万円・清流まつり
100万円・森林の多面的利用推進
60万円・中津観光協会
60万円・農林まつり

森づくりの推進

１億7,298万円

（内訳）

１億3,101万円・間伐事業関連
2,727万円・大規模林道受益者組合
1,400万円・森林整備地域活動支援
40万円・緑と清流を再生する会
15万円・手づくりの森整備事業
10万円・森林協力隊
5万円・別枝地区推進協議会

わが町の台所事情
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教育・文化振興

1,074万円

（内訳）

250万円・町内教職員教育研究会
215万円・文化振興・伝統芸能活動
200万円・仁淀高校進学奨励
96万円・ＰＴＡ
82万円・仁淀高校育成会
65万円・体育会
60万円・スポーツ少年団
30万円・教育相談員教育活動
30万円・青年団
18万円・教育研究員教育活動
16万円・婦人会
12万円・幼稚園就園奨励

農業の振興

3,663万円

（内訳）

1,700万円・レンタルハウス整備
1,056万円・中山間直接所得補償
407万円・モノレール施設整備
160万円・農作業受委託事業
104万円・各種農業関係団体
93万円・環境保全型農業推進事業
40万円・新作目導入営農指導
38万円・各種農業資金利子補給
30万円・高瀬地すべり対策協議会
23万円・農業信用基金協会
12万円・集落活動支援事業

生活環境の改善

1,917万円

（内訳）

854万円・浄化槽設置整備
600万円・生活環境林等伐採事業
300万円・道路整備事業
90万円・消防施設新設補修
32万円・消防互助会
20万円・簡易給水施設改修
15万円・生ゴミ処理機購入
6万円・健康づくり婦人会

福祉の充実

5,836万円

（内訳）

4,000万円・社会福祉協議会
666万円・介護公社
357万円・民生委員児童委員協議会
289万円・敬老会開催
212万円・老人クラブ
100万円・シルバー人材センター
99万円・心障者扶養共済制度掛金
42万円・身体障害者協議会
41万円・精神障害者居宅生活支援
30万円・遺族会

わが町の台所事情
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10月27日、第２回仁淀川町地域教育推進協議
会が開かれました。全体会と部会が行われ、活
発な意見交換が行われました。
「子どもの学力を考える部会」では、各学校

ＰＴＡで取り組めるような内容で、町一斉に来
年４月からノーテレビタイムを実施（週１回午
後７時以降）することを決定。
「生活や体験活動を考える部会」では毎月第

１水曜日、午前７時30分から８時までを町ふれ
あいあいさつデーとすることを決め、また防犯

に対する取り組みも今後必要であるなどの意見
が出されました。
「子育てを考える部会」では、朝食を取らな

い子どもについての対策、中学生、高校生と幼
児とが触れ合う場をつくれないか、などの意見
が出ましたが、今後の課題として取り組むこと
になりました。

地域教育推進協議会

地
域
に
お
け
る
児
童
虐
待
の
防

止
お
よ
び
早
期
発
見
と
対
応
の
た

め
に
、
関
係
機
関
等
と
情
報
を
共

有
し
、
適
切
な
連
携
を
図
っ
て
対

処
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の

た
め
、
す
べ
て
の
児
童
が
健
や
か

で
心
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
仁
淀
川

町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

を
十
月
二
十
三
日
に
設
置
、
同
日

第
一
回
代
表
者
会
議
を
開
催
し
ま

し
た
。

こ
の
協
議
会
は
中
央
児
童
相
談

所
、
中
央
西
福
祉
保
健
所
、
民
生

児
童
委
員
、
保
健
福
祉
課
教
育
研

究
所
、
教
育
委
員
会
な
ど
の
機
関

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

運
営
は
事
務
局
を
教
育
研
究
所

に
置
き
、「
代
表
者
会
議
」「
実
務

者
会
議
」「
個
別
ケ
ー
ス
検
討
会

議
」
を
適
宜
開
き
、
一
刻
の
猶
予

も
な
い
重
大
な
事
案
に
も
迅
速
か

つ
適
切
に
対
応
し
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
も
「
虐
待
か

な
？
何
か
変
だ
よ
ね
」
と
感
じ
た

た
と
き
に
は
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

皆さんの目が
子どもを守ります

児童虐待防止と早期発見を

教 育 研 究 所

教 育 委 員 会

池 川 教 育 事 務 所

仁 淀 教 育 事 務 所

子育て支援センター

池川総合支所健康福祉課

仁淀総合支所健康福祉課

@３５・００１８

@３５・００１９

@３４・２４８０

@３２・１０４１

@３５・０４３３

@３４・２１１２

@３２・１１３２

児童虐待についての連絡先

ノ
ー
テ
レ
ビ
タ
イ
ム
も
実
施
決
定

ë

十
月
二
十
七
日
、
秋
晴
れ
の
下
、
第
二
回
仁
淀

川
町
小
学
校
陸
上
記
録
会
が
町
内
の
五
小
学
校
の

五
・
六
年
生
約
八
十
人
が
参
加
し
て
、
吾
川
中
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か
れ
ま
し
た
。

競
技
は
五
十
r

走
、
百
r

走
と
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
投
げ
、
走
り
幅
跳
び
、
走
り
高
跳
び
の
中
か
ら

一
種
目
を
選
択
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
新
記
録
や
タ
イ
記
録
も
出
る
な
ど
、
児
童

は
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。
ま

た
最
後
の
学
校
別
対
抗
リ
レ
ー
で
は
、
各
校
ラ
イ

バ
ル
意
識
を
燃
や
し
、
大
会
一
番
の
盛
り
上
が
り

を
見
せ
ま
し
た
。

実
力
以
上
の
力
が
発
揮
で
き
た
児
童
、
い
つ
も

の
力
が
出
せ
な
か
っ
た
児
童
も
、
精
い
っ
ぱ
い
頑

張
っ
て
い
ま

し
た
。

結
果
は
左

表
の
通
り
で

す
。

＊

好
記
録
続
出
＊

小
学
校
陸
上
記
録
会

毎月第1水曜日は　町ふれあい　あいさつデー�

ゴール



安井　啓秀（長　者）
８秒２

安井　啓秀（長　者）
15秒８

農本　竜平（別　府）
☆41.5ｍ

安井　啓秀（長　者）
☆3.61ｍ

山尾　柊人（池　川）
1.20ｍ

11 ） 広報によど川 12 月号

ë

片岡　朱里（大　崎）
17秒５

中川　希穂（名野川）
26.１ｍ

井上えりか（池　川）
2.98ｍ

片岡加奈子（大　崎）
1.05ｍ

大原涼太郎（大　崎）
７秒７

大原涼太郎（大　崎）
14秒５

大野　　慎（別　府）
40.3ｍ

竹本　勇斗（別　府）
3.61ｍ

大野　勇星（別　府）
☆1.23ｍ

大窪　彩加（別府）
８秒５

大窪　彩加（別府）
16秒２

安井　美代（長者）
☆39.5ｍ

田村　沢奈（長者）
3.04ｍ

隅田　七海（名野川）
1.10ｍ

５年男子 ５年女子 ６年男子 ６年女子

５０ｍ走

１００ｍ走

ソフトボール投げ

走り幅跳び

走り高跳び

長者［西森・安井（啓）・安井（美）・安井（隆）］☆１分01秒６４００ｍリレー

掛水　美希（名野川）
橋本　　雅（別　府）

９秒０

☆大会新記録

綱
引
き

リ
レ
ー

縄
な
い

参
加
者
の
皆
さ
ん

5地域対抗で熱戦
吾川地区運動会

11月５日、絶好の運動会日和の下、第１回吾
川地区運動会が町民運動場で開催されました。
地域を５組に分けて得点を競いましたが、年齢

に関係なく参加できる競技も多く、子どもから高
齢者まで、勝敗を抜きにして大いに楽しんだ１日
でした。

和和和和
気気気気
ああああ
いいいい
ああああ
いいいい
とととと

冬
季
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

十
一
月
六
日
、
仁
淀
中
学
校
体
育
館
で
、

六
チ
ー
ム
・
二
十
四
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

優
　
勝

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
レ
ー

準
優
勝

森
Ｂ

第
三
位

長
者
Ａ

種　目


